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2データサイエンスとはどのような取り組みか（１）

データサイエンスとは

 数学（主に、確率論、統計学）や情報科学などを使って、データを処理・分析し、

そこから新たな価値を引き出したり創造したりするための手法

データサイエンスの活用

 ヒト・モノが動けば、大量のデータ（ビッグデータ）が生まれる

 現代社会のほぼすべての場面において、データサイエンスは意思決定を促す

• 販売とマーケティングでの活用（POSシステム、レコメンダーシステムなど）

• 政府での活用（保健衛生分野、都市整備計画など）

• プロスポーツでの活用（映画「マネーボール」など）

参考文献 竹村彰通（2018）．データサイエンス入門 岩波新書

ジョン・D・ケレハー＆ブレンダン・ティアニー（2022）．基礎からわかるデータサイエンス ニュートン新書

山﨑達也（2020）．データサイエンス概説 学術図書出版



3データサイエンスとはどのような取り組みか（２）

高校教員としての取り組み

 進学指導

 SSHの探究活動で生徒が取り組んだテーマ例

• 「卓球の試合データの可視化は不可能か？ ～データサイエンスに基づく新たな指標の提案～」※1
• 「『無難に外角一辺倒』を統計的に検証する」※1
• 「観光業による観音寺市の少子高齢化による問題解決」※2
• 「香川県の交通事故発生件数の要因を交通違反件数を基に分析する」※2
• 「観音寺市の商店街を日常的に必要な場所に ～児童虐待問題との同時改善に向けて～」※3
• 「高齢者×ファッション ＝ 「観コレ」 高齢者の活躍の場を求めて」※3
• 「カマタマーレ讃岐強化のためのコーナーキック戦術の提案」※4，5
• 「アシストから見た選手分析によりファイブアローズを強化する」※4，5

1. スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会 https://www.jst.go.jp/cpse/ssh/ssh/public/sshevent.html
2. 統計データ分析コンペティション https://www.nstac.go.jp/statcompe/
3. 和歌山県データ利活用コンペティション https://datarikatsuyou.pref.wakayama.jp/jinzai/competition/
4. スポーツデータ解析コンペティション 中等教育部門 https://estat.sci.kagoshima-u.ac.jp/sports/
5. 日本統計学会 統計教育分科会 https://estat.sci.kagoshima-u.ac.jp/SESJSS/

※参考



4なぜ、この本を出版したのか（１）

 テレビや新聞などにおいて「統計」を目にしない日はない

 高等学校では、「数学」や「情報」において、データの分析やそ

の手法、プログラミングに関する内容が増加傾向にある

 大学では、（文系理系を問わず）すべての学生に対する

数理・データサイエンス・AI教育の充実が図られている

 社会人では、統計を実践的に活用するうえで統計リテラシーが

リカレント教育の一つとして注目されている

重視される「数理・データサイエンス教育」



5なぜ、この本を出版したのか（２）

高校生・大学生・社会人にとって、身近な事例を扱った本が少ない

事例を基に考えながら、統計の意味や統計リテラシーを伝える本が少ない

数式に頼らず、身近なエピソードや問いから、統計リテラシーを身につけ、

活用してもらえるような本を出版することで、統計を学び始める高校生から

大学生、統計を実践的に活用する社会人まで「統計は面白い！」「統計は

役に立つ！」と思えるような一冊を届けたい



6なぜ、この本を出版したのか（３-１）

目的・意図・想い

高校生、大学生、社会人に

1.「統計に関する基本的な知識・スキル（統計リテラシー）」を身につけても

らうこと 「習得」（INPUT）

2.身につけた統計リテラシーを活用し、統計から読み取れることを他者に的

確に伝えたり、統計を活用して自分の主張を他者にわかりやすく伝えたり

することができるようになること 「活用」（OUTPUT）



7なぜ、この本を出版したのか（３-２）

目的・意図・想い

3. ある事柄について様々な視点から考える練習もしてほしい、つまりクリ

ティカル・シンキング（※）をしながら本書を読み進めてほしい

「探究」（もっと深める）

4. 「流行廃りといった時代の流れに惑わされない、リベラルアーツ」であ

る統計を学ぶことで、統計リテラシーを様々な場面で活用し、より適切

な判断・意思決定を行えるようになってほしい

5. 「統計って面白い」「統計って役に立つ」と思ってほしい

※クリティカル・シンキングとは、「自分や他者の思考に対して、安易に思考終止せず、『他には考えられないか』

『なぜそう思ったのか』『不適切ないし非合理的なところはないか』とあれこれ考えてみること」 （吉田，2018）



8構成（１） 本書の特徴

「INPUT編」と「OUTPUT編」の２部構成に分割し、

高校生や大学生にも身近なエピソードを

コラム「CASE」で、統計が実際にどのように活用さ

れ、生活に影響を及ぼしているかを示す

本文中では、扱う数式を最小限にすることで、数式

が苦手な人でも読みやすく



9構成（２） 本書の特徴

問題

章の内容に関連し
た問題を提示。すぐ
にページをめくらず
に、立ち止まって、
自分の力で考える

読み解く
ポイント

問題を解くために必
要となる統計リテラ
シーを学ぶ

まとめ

問題に対して１つの
答えを提示。いろい
ろな視点からクリ
ティカルに考えるこ
とを目指す

もっと
深める

まとめの答えとは別
な答えや、問題を他
の視点で見てみると
どうなるかなどの視
点の提供

章で扱った
重要ワード

章で学んだことを振
り返る上でのポイン
トなるキーワードを
提示

各章の流れを次のように統一し、「クリティカルに考えるとは

どういうことか」について、感覚的に理解できる



10構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する



11構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

章で扱うテーマ
（ここでは相関と因果）

具体的な問題



12構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

読み解くポイント

「読み解くポイント」
の1点⽬

（統計の信ぴょう性）



13構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「読み解くポイント」
の2点⽬(1)

（相関関係の定義）



14構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「読み解くポイント」
の2点⽬(2)

（相関関係の散布図での可視化）



15構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「読み解くポイント」
の2点⽬(3)

（相関係数の意味と散布図との関係）



16構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「読み解くポイント」
の3点⽬(1)

（相関関係を⾒る元データ）



17構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「読み解くポイント」
の3点⽬(2)

（相関関係と因果関係の違い）



18構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「読み解くポイント」
の3点⽬(3)

（疑似相関の可能性の説明）



19構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「まとめ」
（統計リテラシーを使っての
クリティカル・シンキング）

(著者の解答例）



20構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「もっと深める」
（読者への探究のうながし）



21構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「扱った重要キーワード」
「参考⽂献」



22構成（４）
第２部 OUTPUT編 ： 「活用」

 情報を発信する側の視点から、INPUT編で身につけた統計リテラシーを活用する

07 パートナーに出会うためにより適切な進路選択方法はあるか？

———1つの統計を根拠に考える

08 有終の美を飾るには？

———複数の統計を取捨選択し、予想の根拠として利用する

09 あなたは会社の危機を救えるか？

———仮説を検証するために適切な統計を入手する

10 どちらの塾を選択するのが適切か？

———統計を可視化してわかりやすく伝える

11 交通事故の要因を探る

———統計分析の結果を解釈する

• 他者に、得られたデータや統計の特徴を適切に伝える

• 他者に、自分の考えをわかりやすく伝えるために、統計を活用した効果的な表現ができるようになる



23構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

章で扱うテーマ
（ここでは分析結果の解釈と
⾼校⽣の探究指導）

具体的な問題



24構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「読み解くポイント」
の1点⽬

（指導者の視点）



25構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「読み解くポイント」
の2点⽬

（指導者の違和感）



26構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「読み解くポイント」
の3点⽬

（⽣徒に気づきを促す指導）



27構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「読み解くポイント」
の4点⽬

（指導者の姿勢）



28構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「まとめ」
（著者の指導のふりかえり）



29構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「もっと深める」
（指導における他の視点）



30構成（３）
第１部 INPUT編 ： 「習得」

 情報を受け取る側の視点から、データや統計を適切に読み解く統計リテラシーをに身につける

 日常的な事象を取り上げ、「なぜそうなるか？」「ほかには考えられないか？」を追求

01 日本の子どもは他の国の子どもより自信がない？

———「代表値」と「散布度」で平均の嘘を見抜こう

02 朝食を食べないと学力は低下するのか？

———相関と因果の違いを理解しよう

03 5人の高校生の身長から、日本の高校生の平均身長がわかる？

———データにおける2種類のバラツキ

04 ガチャでレアキャラが当たる確率は？

———確率分布と統計的仮説検定

05 自己肯定感が低いと成績にも満足しない？

———対照群を設定する必要性、測定の適切さ

06 日常の数字に隠れている法則とは？

———データから隠れた法則を発見する

「扱った重要キーワード」
「参考⽂献」



31構成（５）

１．高校生の場合

統計にだまされない人になる

統計分析した結果をわかりやすく整理して伝えられるようになる

高校数学で習う内容の有用性をわかりやすく実感できる

入試問題から大学が発信しているメッセージを読み取れる

自分に合った志望校選びや出願先選択に利用する

他者に納得してもらえる提案をする

なるべく成功の可能性が高い判断をする

心理学を学ぶ上で統計学はとても大切

統計学を学ぶことそれ自体が役に立つ

２．大学受験生の場合

３．大学生の場合

４．社会人の場合

CASE 統計リテラシーを身につける意義

１．高校の課題研究

２．大規模試験における項目反応理論の活用

３．大学の心理学研究

４．社会人の仕事の評価

CASE 統計が活用される場



32構成（５）

１．高校生の場合

統計にだまされない人になる

統計分析した結果をわかりやすく整理して伝えられるようになる

高校数学で習う内容の有用性をわかりやすく実感できる

入試問題から大学が発信しているメッセージを読み取れる

自分に合った志望校選びや出願先選択に利用する

他者に納得してもらえる提案をする

なるべく成功の可能性が高い判断をする

心理学を学ぶ上で統計学はとても大切

統計学を学ぶことそれ自体が役に立つ

２．大学受験生の場合

３．大学生の場合

４．社会人の場合

CASE 統計リテラシーを身につける意義

１．高校の課題研究

２．大規模試験における項目反応理論の活用

３．大学の心理学研究

４．社会人の仕事の評価

CASE 統計が活用される場

「なぜ統計に関する知識・スキルを
⾝につけるべきなのか」

（著者の考え）



33構成（５）

１．高校生の場合

統計にだまされない人になる

統計分析した結果をわかりやすく整理して伝えられるようになる

高校数学で習う内容の有用性をわかりやすく実感できる

入試問題から大学が発信しているメッセージを読み取れる

自分に合った志望校選びや出願先選択に利用する

他者に納得してもらえる提案をする

なるべく成功の可能性が高い判断をする

心理学を学ぶ上で統計学はとても大切

統計学を学ぶことそれ自体が役に立つ

２．大学受験生の場合

３．大学生の場合

４．社会人の場合

CASE 統計リテラシーを身につける意義

１．高校の課題研究

２．大規模試験における項目反応理論の活用

３．大学の心理学研究

４．社会人の仕事の評価

CASE 統計が活用される場

「探究指導の意義と
指導の際に意識したこと」

（著者の考え）



34伝えたいこと（１）

高校生、大学生、社会人へ

統計リテラシーを身につけ、様々な場面で活用し、より適切な判断・意

思決定が行えるようになってほしい

 『他には考えられないか』『なぜそう思ったのか』『不適切ないし非合

理的なところはないか』とあれこれ考えるクリティカル・シンキングを身

につけてほしい

社会的な課題の解決に、利用できるようになってほしい

先生方へ

この本で取り上げたエピソードや内容が、先生方の指導の入り口や素

材抽出のヒント、指導の進め方のヒントになってもらえれば幸いです



35

最後に

 統計は万能ではありません。データや統計を目的に応じて適切に解釈、検

討し選択する必要があり、それが現実と乖離していることが往々にあります。

 だからこそ、「現場の声や感覚＝現場感」を大切にするということは統計リテ

ラシーを身につけるだけはでなく、日々の生活の中で自ら問いを立て、仮説

を分析し、考察・結論づけるといったあらゆる活動の背後にあるプロセスの

なかでとても重要となります（p.111第7章コラム：1.高校の課題研究 より）。

 本書はそうした統計リテラシーのエッセンスを身近なエピソードで学ぶことが

できる一冊となっています。

（「北大路書房プレスリリースhttps://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000006.000104695.html」より）

伝えたいこと（２）
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